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1　は　じ　め　に

豚赤痢は，Brachyspira属の B. hyodysenteriaeの感
染によって起こる粘血性下痢便の排泄を主徴とする急性
または慢性の腸管感染症である．わが国においては家畜
伝染病予防法の届出伝染病に指定されている．本稿で
は，豚赤痢の特徴，発生状況と伝播様式，病原因子，診
断法，予防と対策について解説する．

2　豚赤痢の特徴

豚赤痢の原因菌である B. hyodysenteriaeは，長さ 7
～10µm，幅 0.3～0.4µmのグラム陰性らせん状菌であ
り（図 1），嫌気条件下でのみ発育する．血液寒天培地
上で薄い膜状のコロニーを形成し，多くの場合，強いβ
溶血性を示す．一方，豚の腸管からは豚結腸スピロヘー
タ症の原因である B. pilosicoli等，弱いβ溶血性を示す
他の Brachyspira属菌も分離される．近年では北米や
欧州で，豚赤痢と類似した症状と病変を引き起こす，強
β溶血性の B. hampsoniiによる感染発生が報告されて

いる［1, 2］．
B. hyodysenteriaeが豚に感染すると元気消失，食欲
減退に始まり，発症極期には本病の特徴である悪臭のあ
る粘血下痢便を排泄する．便の性状は初期には黄灰色軟
便から泥状便，次いで粘液・血液・剝離粘膜上皮を混じ
た下痢便へと変化する．
病変は盲腸，結腸及び直腸に限局し，腸間膜リンパ節
は腫脹する．腸壁は水腫性に肥厚し充血がみられる．粘
膜面は暗赤色を呈し，出血が認められる．粘膜面の小潰
瘍，偽膜の形成がみられることもある．陰窩では，上皮
細胞の過形成，陰窩腔の拡張と粘液の充満がみられ，
Warthin-Starr y及び銀染色では，B. hyodysenteriaeが
粘膜表面，陰窩腔及び杯細胞などの上皮細胞に確認され
る．

3　発生状況と伝播様式

豚赤痢は世界中の豚生産国で発生している．国内では
1960 年代から発生が認められ，農林水産省の監視伝染
病発生年報によると，ここ 10 年間では発生戸数が 50～
150 戸の間で推移している（図 2）．近年の養豚場にお
ける B. hyodysenteriae保菌状況調査では，検体陽性率
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図 1　B. hyodysenteriaeの光学顕微鏡写真
菌は，らせん状を示す．

図 2　豚赤痢発生戸数及び頭数
（農林水産省監視伝染病発生年報より）
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地），③複数の抗生物質のほかに豚糞便抽出液を添加し
たもの（BJ培地），が広く使用されている．BJ培地は
抗生物質の添加量を 2分の 1 に減らした 1/2BJ培地も
使用されている．材料を培地に塗抹後，37～42℃で 3
～5 日間，嫌気培養を行う．分離菌は純培養後，溶血性
（強弱）の観察，生化学的性状試験，PCRを行うことで
菌種を同定する．

PCRには NADH oxidaseをコードする nox遺伝子を
標的としたプライマーが広く使用されている．この遺伝
子は菌種間で配列が大きく異なっており，菌種特異的配
列の検出［10］，または増幅産物の制限酵素切断パター
ンを解析［11］することで Brachyspira属の数菌種を
同定することができる．また，検査材料から直接，
DNAを抽出してテンプレートとした PCRでの迅速診
断も有用である．

6　予 防 と 対 策

予防には，導入豚の隔離飼育と有効薬剤の投与，オー
ルイン・オールアウト方式による飼養環境の清浄化が有
効である．特に B. hyodysenteriaeは乾燥に非常に弱い
ため，豚舎の洗浄・消毒後に空舎期間を設けて十分に乾
燥させることが必要である．治療薬としてはチアムリ
ン，バルネムリン，リンコマイシン，タイロシン，テル
デカマイシンの有効性が確認されている．チアムリンや
バルネムリンは 2000 年以前まで耐性菌が国内でほとん
ど認められていなかったが［12］，近年，これらの耐性
菌分離率が上昇してきており，高度耐性菌の出現も報告
されている［3］．治療の際には薬剤感受性試験を行い，
適正に使用することが重要である．

7　お　わ　り　に

豚赤痢の原因菌である B. hyodysenteriaeはわが国の
養豚農家に広く浸潤しており，典型的な赤痢症状の発症
が農家に大きな経済的被害をもたらすだけでなく，軽い
下痢程度の発症が生産性に悪影響を与えている可能性が
ある．薬剤耐性菌の分離率も上昇傾向にあることから，
今後，農場への侵入防止対策のさらなる徹底と，ワクチ
ンなど対策資材の開発が望まれる．
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が 5％前後，農場汚染率が 20％前後であり，本菌が国
内養豚場に広く浸潤していることが明らかとなっている
［3］．
感染様式は発症豚及び保菌豚が排泄した糞便を摂取す
ることによる経口感染である．B. hyodysenteriaeは偏
性嫌気性菌であるが，低温条件及び豚糞便中で比較的長
く環境中に生残し，10℃では土壌中に 10 日間，豚糞便
中では 78 日間，生残したとの報告が認められる［4］．
本症は品種，性別に関係なく発病するが，離乳後の肥
育豚での発生が多い．保菌豚の導入をきっかけとし，養
豚場全体にまん延することが多く，一度常在化した場
合，その根絶は困難である．発育遅延及び飼料効率の低
下をもたらすため，その経済的損失は大きい．

4　病　原　因　子

B. hyodysenteriaeはノトバイオート豚に感染しても
典型的な赤痢症状は発症せず，菌投与前に豚腸管内容
物を経口投与したノトバイオート豚では発症したとの報
告があり，豚赤痢の発症には B. hyodysenteriaeだけで
なく他の腸内細菌，たとえば Bacteroides vulgatusや
Fusobacterium necrophorumの存在が必要と考えられ
ている［5］．
運動性・走化性も本菌の病原性に重要であることが知
られている．鞭毛を構成する FlaA，FlaBの欠損株では
マウスでの腸管定着性が大きく低下すること［6］，ムチ
ンへの正の走化性が消化管粘膜への侵入及び腸管定着に
寄与すること［7］が報告されている．豚消化管粘膜及
び陰窩への侵入は酸素ストレスからの逃避にも寄与して
いると考えられる．

B. hyodysenteriaeの溶血素含有抽出物を豚に投与す
ることで豚赤痢に特徴的な盲腸病変を再現できることか
ら［8］，溶血素は本菌の病原性に重要な役割を果たして
いると考えられている．全ゲノム塩基配列解析の結果，
B. hyodysenteriaeは 7種の溶血素遺伝子を保持するこ
とが示唆されており［9］，そのうち tlyA，tlyB，tlyC，
hlyA遺伝子については，ゲノム解読以前から溶血素遺
伝子として解析が行われているが，個々の溶血素が豚赤
痢の発症にどの程度関与しているかについてはいまだに
不明な点が多い．今後のさらなる研究の進展が期待され
る．

5　診　　断　　法

原因菌の分離は，発症豚の糞便，病変部大腸粘膜を材
料とし，血液寒天培地に抗生物質などを添加した選択培
地を用いる．選択培地として，血液寒天培地に①スペク
チノマイシン（400µg/ml）を添加したもの，②スペク
チノマイシン（400µg/ml）・コリスチン（25µg/ml）・
バンコマイシン（25µg/ml）を添加したもの（CVS培
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